
Webで高額を売るWebセミナー集客LPの事例

▶対角線にあるものがコントラストが強いと言われている。



補色といったりする。

■CTAの文言
動詞にする

受け取る

クリックする

予約を取る

お問い合わせをする

▶そうすると人は行動しやすくなる。

■CTAボタンに手書きっぽい矢印が入っていると、目が集まる

手書き

（デジタルの情報が並んでいる中で、急に手書きや異物な形が入っていると

すごく違和感を感じて（認知的不協和）そこに目が行くように人間は作られている）

そこをあえて、、CTAボタンに向かせているのは凄い。
最終的に行動して欲しいボタンへの矢印（2つ）

最終的にどうなれるのか？がイメージできる

特徴とベネフィットをセットで考えること。

こんなことを書いていますよ：特徴

それをしることでこんな未来が手に入りますよ：ベネフィット



※必ず、見込み客の視点で書くこと。

■社会的証明

信じられない・信用できないの壁を乗り越えるために

この会社大丈夫かな？怪しいなをなくす。

ファーストビューのブロックのあとは

社会的証明のブロックが必要。

見込み客の安心材料になるものは？

↑いろんな会社さんがこのやりかたを　真似していますよ。
とロゴをいれることで安心してもらっている。

▶デザインでいうと、あえてロゴを薄くしている。

通常カラーでいれるとそこに目がいっちゃうから。

一番目立たせたいのは、キービジョンとCTAボタン

安心材料としておいておきたいだけなので

薄くしている。

これまで何人のお客さんにコンサルを提供してきました。

メルマガ読者何人、　何人が手に入れた。

書籍出版している。雑誌に掲載、テレビ出演



より〇〇したいですか？

より〇〇になりたいですか？のオファー。

アップセルオファーの鉄板パターン。

簡単・楽・確実・安心などがきく。

LPオファーのより上位版みたいなオファーをしてあげる。
　

LPとの繋がりが非常に大事になってくる

LP：売れる講座のガイドブック
サンキューページ：売れる講座のワークショップ

ガチッとつながっている。

レポートだったら▶実践講座に参加するなど



あえて影をつけることで目立たせている。

他の文字と浮き立たせてあげることで

注目POINTとして記憶に残りやすい。

ボタンも一番目立たせたいから黄緑色（蛍光色）。

全体のページのデザインも白ベースでかなりシンプルに

CTAボタンの周りにどういう情報を配置するか？
というのもすごく大事。

背中をひと押ししてあげるような情報とか

あるいは安心してもらえるような材料が入っているといい。

・みんな購入していますよ。

→自分以外にも買ってる人がいるんだなと安心できる
・全額返金保証ですよなど。
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当日になったら面倒だと思って参加しない人も多い。

無料なので、1日経ったら忘れているオファー

もしかしたら1時間たったら忘れる人もいる。

なので、覚えてもらうってことが大事。

3つのステップでこれをやってくださいねといっている。
▶カレンダーにいれる

Googleカレンダーへの追加のツールがある。



▶メッセンジャーで繋がりましょう

メッセンジャーでつながって特別な特典をもらいましょう。

メールだけでなく

メッセンジャーでもつながりをつくっちゃう。

アメリカはFacebook Messengerって
頻繁的に使われる。

LINEで特別な特典を受け取ってくださいが
日本ではいいかも。

LINEにリマインドを送ると
メールでのリマインドよりも圧倒的に反応がでる。

LINEの特徴は、開封率が圧倒的に高い＋即日性あり（すぐに確認してもらえる）
※これはうまいなーと。。

▶SMSでつながる
来てもらうための仕掛けをしっかりやる。


